
鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業実施要領

（趣旨）

第１条 物価高騰の影響を受けている子ども食堂の活動に要する経費の一部を補助することによ

り，子どもの食事や安心して過ごせる場所の確保を支援するため，一定の要件を満たす子ども

食堂に対し必要な費用を交付するものとし，その交付については，この要領に定めるところに

よる。

（補助金の交付の対象者）

第２条 この要領に基づき補助金の交付申請をすることができる者（以下「補助事業者」とい

う。）は，原則として次の各号を全て満たす子ども食堂とする。

⑴ 鹿児島県子ども食堂登録制度実施要綱に基づき県に登録されていること

⑵ 定期的に活動していること

（２か月に１回，又は年６回以上の活動をしていること）

⑶ 物価高騰の影響額を利用料に転嫁していないこと

（補助対象経費及び補助率等）

第３条 補助事業の補助対象経費，補助基準額及び補助率は，別表のとおりとする。ただし，県

の他の補助事業として採択された事業の経費により提供された食事数については，補助基準額

の算定対象となる食事数から除く。

（補助金の交付業務の委託）

第４条 県は，補助金の交付業務を委託により実施することとする。

２ 補助金の交付事務を受託した者（以下「受託者」という。）は，この要領及び委託契約書に

基づき，適切に業務を遂行しなければならない。

（補助金の交付申請）

第５条 補助事業者は，交付申請書兼請求書（別記第１号様式）により，補助金の交付申請を受

託者（鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業事務局（以下「事務局」という。））に提出する

ものとする。

２ 交付申請書に添付すべき書類は，次のとおりとする。

⑴ 活動実績・計画報告書（別記第１－１号様式）

⑵ その他事務局が必要と認める書類

３ 第１項の交付申請書の提出期限は事務局が別に定める日とし，その提出部数は１部とする。

（補助金の交付の条件）

第６条 補助金の交付の条件は，次に定めるとおりとする。

２ 補助事業者は，補助事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え，当該収入及び支出

について証拠書類を整理し，かつ当該帳簿及び証拠書類を事業が完了する日の属する年度の終

了後５年間保管しておかなければならない。

（補助金の交付決定等の通知）

第７条 事務局は，第５条に定める申請手続書類を受理した場合は審査を行い，適切と判断した

場合は補助金の交付を決定し，補助事業者に対してその旨を交付決定及び交付確定通知書（別

記第２号様式）により通知するものとする。

（補助事業の遂行）

第８条 補助事業者は，法令，条例等（以下「法令等」という。）の定め並びに補助金の交付の

決定の内容及びこれに付した条件その他事務局の指示に従い，善良な管理者の注意をもって補

助事業を行わなければならず，補助金の他の用途への使用をしてはならない。



（補助金の額の確定）

第９条 補助金額の額の確定は，第７条に規定する補助金の交付決定通知をもってこれに代える

ものとする。

（補助金の交付）

第10条 この補助金は，第９条に規定する補助金額の確定後，別記第１号様式により交付するも

のとする。

（雑則）

第11条 この要領に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附 則

この要領は，令和５年８月24日から施行し，令和６年４月１日から適用する。

別表（第３条関係）

補助対象経費は，事務局が補助事業者に補助する額とし，下表により算出した額とする。

補助対象経費 補助基準額 補助率

子ども食堂の運営に 子ども食堂１か所につき，令和５年 定額

要する食材料費を補助 ４月から令和６年３月までに提供する

対象とする。 食事数に応じて設定した金額

600食以下 18,000円

601食以上1000食以下 30,000円

1001食以上1400食以下 42,000円

1401食以上 54,000円



別記第１号様式（第５条関係） 

   年  月  日 

 

鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業事務局 御中 

 

               申請者  住  所 

                   団 体 名 

代表者名 

 

   年度鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業費補助金 

交付申請書兼請求書 

 

年度において鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業について，別記のと

おり活動したので，下記のとおり補助金を交付くださるよう，鹿児島県子ども食

堂物価高騰対策事業実施要領第５条の規定により，関係書類を添えて申請しま

す。 

 

記 

 
１ 補助金交付申請額    金          円 

 

２ 関 係 書 類 

 (1) 活動実績・計画報告書（別記第１－１号様式） 

(2) その他必要と認める書類（振込先口座の通帳の写し） 

 

３ 請求金額 

請求金額        金          円 

金融機関名  本・支店名  

普通・当座の種別  口座番号  

（フリガナ） 

口座名義人 

 

 

※ 添付する通帳の写しと同じ内容を記載すること。 

 

４ 申請内容について確認可能な連絡先 

（フリガナ） 

担当者名 

 

 

連絡先（電話番号）  
 



別記第１－１号様式（第５条関係）

子ども食堂名：

食堂 弁当 購入食材配付

４月 回 食 0 0 0 実績値

５月 回 食 0 0 0 実績値

６月 回 食 0 0 0 実績値

７月 回 食 0 0 0 実績値

８月 回 食 0 0 0 実績値

９月 回 食 0 0 0 実績値

１０月 回 食 0 0 0 実績値

１１月 回 食 0 0 0 実績値

１２月 回 食 0 0 0 実績値 ・ 見込値

１月 回 食 0 0 0 実績値 ・ 見込値

２月 回 食 0 0 0 実績値 ・ 見込値

３月 回 食 0 0 0 見込値

計 回 食 0 0 0

12月～2月は
実績値または見込値の

該当する方を
○で囲んで下さい

補助額 該当欄に○を記入

18,000円

30,000円

42,000円

54,000円

交付申請額 円    

　申請において，以下の要件を満たしている場合は☑をお願いします。

　なお，原則として，全ての項目を満たしていない場合，申請はできません。

団　体　名

代表者氏名

年間を通じて定期的かつ継続した活動をしています。または，学校の長期休暇期間にお
いて，原則，定期的かつ継続して活動しています。

鹿児島県子ども食堂登録制度実施要綱に基づき登録された子ども食堂です。

虚偽の申請等を行ったことが判明した場合には速やかに補助金を返還します。

申請書及び添付書類の記載事項に虚偽はありません。

年間の食事提供数

　上記事項の申請内容の一切について事実と相違ないことを誓約します。

子ども食堂物価高騰対策事業　活動実績・計画報告書

実績・見込み食事提供数活動頻度活動月
提供形態別内訳

 ※ 必要に応じて，事務局が根拠資料の提出を求めることがあります。

1401食～

1001～1400食

601～1000食

600食以下

物価高騰の影響による子ども食堂の負担軽減を目的とした，県の他の補助金（物価高騰
対策生活支援団体補助事業等）と重複した申請はありません。

物価高騰の影響額を利用料に転嫁していません。



別記第２号様式（第７条関係） 

文 書 番 号 

  年  月  日 

 

 

  殿（様） 

 

 

鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業事務局 

 

 

 

 年度鹿児島県子ども食堂物価高騰対策事業費補助金 

交付決定及び交付確定通知書 

 

 年  月  日付け   第   号で申請のあった 年度鹿児島県子ど

も食堂物価高騰対策事業費補助金については，鹿児島県子ども食堂物価高騰対

策事業補助金実施要領第７条の規定により，下記のとおり交付します。 

 

記 

 
１ 補助金の額    金          円 

 

２ 交付の条件 


